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１ 目的 
 本報告の目的は、ニクラス・ルーマンの社会システム理論における反省理論と科学システムの関
係を考察することである。 
 
２ 方法 
 本報告では、（機能システムの）反省理論と（機能システムとしての）科学システムにはひとつ
のねじれが存在していることを指摘する。この課題設定から、機能システムの内部構造論という新
たな社会システム論の問題を提示する。本報告では、教育システムと教育学、法システムと法学、
宗教システムと神学を具体事例として取り上げたい。 
 
３ 結果 
 ルーマンの社会理論は、近代社会を機能ごとに分化しているとみなし、それぞれ自律したシステ
ムを構成していると提示した。それぞれの機能分化システムは自律性が備わっており、自らのシス
テムを自己組織化している。くわえてこれらの機能システムには、「反省理論」が含まれている̶
̶たとえば、経済であれば経済学、法であれば法（解釈）学というように。 
 以上のように捉えた場合、機能システムの反省理論と科学システムにはひとつのねじれが存在す
る。つまり反省理論は機能システムに内在しているのだから、それぞれの機能システムに帰属する
作動である。例えば、法学であれば法システムの作動であり、経済学であれば経済システムの作動
であり、教育学は教育システムの作動である。ところが、法学、経済学や教育学は科学システムに
おいては専門分野であると見なされる。このことを字義通りに解釈すれば、法学や経済学は法シス
テムや経済システムの反省理論というそれぞれの機能システムの作動であり、かつ科学システムの
作動であるということになる。 
  
４ 結論 
 反省理論と科学の専門分野はどのように位置づけられるのだろうか。それぞれの機能システムの
反省理論が科学の専門分野の形成に影響を及ぼしているのであれば、科学システムが他の機能シス
テムの影響を受けることになりはしないだろうか。それは科学システムの自律性を脅かすことにな
らないのだろうか。こうした問いに応えるために、機能システムがどのようにして成立しているの
かを探究する必要があるだろう。 
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